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腹による staging laparotomy の完遂が推奨されてい
る．
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その後，CAP 療法と CP 療法のランダム化比較試験の
結果，予後に差がなく CP 療法の有害事象が低いこと
より CP 療法が標準治療となった．その後，パクリタ
キセル＋シスプラチンの併用療法（TP 療法）と CP 療
法のランダム化比較試験の結果，TP 療法が生存率で

























international study として現在行われている（JGOG 
3017/GCIG）．また，VEGF の中和活性を有するヒト












投与する IP 療法を比較検討した．IP 療法で無増悪生
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